
発行 古平中学校                       【学校教育目標】 

№４                        ・自ら考え、正しい判断をする生徒を育てる 

令和７年７月２３日                 ・温かな心を持ち、誰をも思いやる生徒を育てる 

TEL 42-2557                  ・自分に厳しく、お互いに助け合う生徒を育てる 

FAX 42-2558                  ・しなやかで、健康な体をもつ生徒を育てる 

「自分たちの学校は、自分たちの手で」  
～つながりの中で育つ子どもたちの1学期～               

 校長   津  田  和  翁  

今年度も早いもので、1学期の終業式を迎える時期となりました。保護者の皆様、そ

して地域の皆様には、日頃より本校の教育活動に温かいご理解とご協力を賜り、心より

感謝申し上げます。 

４月、新年度のスタートにあたり、私は「子どもたちが自分たちの学校を自分たちの手

でつくっていくこと」を大切にしたい、とお話ししました。この３か月あまり、生徒たちはその

思いをしっかりと受け止め、自分たちにできることを少しずつ行動に移し始めています。  

その象徴的な取組として、６月に全校で行った「安心して学べる学校をつくるために、

私たちにできることは何か」をテーマにした全校集会が持ちました。集会後のアンケート

をもとに、生徒会が中心となって改善に向けた取組を今も続けているところです。小規模

校である本校では、人間関係が固定的になりやすい面もありますが、生徒たちには、互

いの気持ちに目を向けながら対話を重ね、自分たちの学校生活をよりよくするために主

体的に考え続けてほしいと願っています。 

また、部活動の地域展開についても、大きな一歩を踏み出しました。関係の保護者の

皆様のご理解・ご協力のもと、今年度の中体連終了後より、野球部は地域クラブ「ブル

ータス」へ完全に移行することを決定しました。今後は、バレーボール、バドミントン、吹奏

楽の各部活動についても、地域との連携を視野に入れながら、子どもたちにとってより豊

かな活動の場を模索してまいります。その際、地域とのつながりを支える「ふるびら学校

応援団」や学校運営協議会の存在がますます重要になってまいります（これらの取組に

ついては、今後の学校だよりでも詳しくお伝えしてまいります）。 

一方で、７月、全国ニュースにもなった教職員の不祥事を受けて、本校でも校内点検

や職員研修を行い、「信頼される学校とは何か」について、教職員一人ひとりが改めて

真剣に考える機会を持ちました。子どもたちが安心して通い、保護者の皆様が信頼して

送り出せる学校であるために、今後も教職員一同、誠心誠意取り組んでまいります。  

最後になりますが、１学期を通して、子どもたちが見せてくれた成長の姿は、私たちに

とって何よりの喜びです。どうかご家庭でも、お子さんの頑張りをしっかり認めていただき、

たくさんの励ましの言葉をかけていただければ幸いです。  

２学期も、保護者の皆様、地域の皆様と手を携えて、子どもたちの成長を支えてまい

ります。どうぞご家族そろって、健康で楽しい夏休みをお過ごしください。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症サポーター養成講座～地域住民の一員として! 

７月１７日（木）、役場保健福祉課の小林明子さんら講師として招き、２年生対象の「認知症サポーター養成講
座」が行われました。 
「認知症サポーター養成講座」は、認知症に対する正しい知識と理解を身につけること、認知症の人や家族を

温かく見守る応援者になること、地域での支え合いの輪を広げることを目的として、本校では毎年２年生で実施
しています。 
古平町の現状（高齢化率や要介護・要支援認定者が多いこと） 

を学ぶとともに、認知症の種類や症状についてスライドを使った 
説明や動画を視聴し、認知症に対する理解を深めることができ 
ました。 
受講後、○○○○さんは「認知症について知ることができた 

し、認知症の方との接し方がわかってよかったです。」と話してく 
れました。 
講座で学んだことを生かし、これから認知症サポーターの一人 

として、地域を支える人になってもらいたいと願うとともに、ご家庭 
でも、話題に取り上げ、認知症について理解が広がってほしいと 
思います。 

 

古平の海を知り、海を守る～海洋教育（海浜清掃と水産高校との連携） 

 海洋教育の一環として、７月９日（水）に海 
浜清掃、１８日（金）に小樽水産高校栽培漁 
業科古平栽培漁業実習場訪問を行いました。 
海浜清掃では、全校生徒が福津組前の砂 

浜のごみ拾いを行いました。今年も様々なご 
みがあり、「あっ、バッテリーが捨てられてる」、 
「先生、見てくださいこんなごみがありました」 
など、仲間や先生方とコミュニケーションを取 
りながら、主体的に取り組む古中生の姿が印 
象的でした。 
実習場訪問では、本校１年生が、高校３年 

生と一緒に５、６人のグループに分かれて、海 
辺に生息している生物を採集し、「種の同定」について学びました。自分たちが採集した生物の中から、「お気に
入りの生物」を中学生が選び、高校生がその生物について、魅力や特徴を説明する発表会を行いました。 
体験後には、「いろいろな生き物がいて楽しい」、「水産高校に行って勉強したい」という声が聞かれました。高

校生との交流を通して、「古平の海を知る」とても良い機会となりました。 

大会結果報告②！ ～各種大会での活躍 

  【野球】 小樽後志中学校軟式野球大会 優勝          どの種目でも古中生の頑張りが見られました!!! 

◎野球部は、地域クラブ「ブルータス」として７月２９日（火）から渡島管内知内町で開催
される全道大会に出場します。 

  【バドミントン】 後志中学校バドミントン大会  男子シングルス第２位 ○○○○さん 
             小樽後志代表決定戦 男子シングルス ２位通過  ○○○○さん 

◎〇〇〇〇さんは、７月３１日（木）から小樽市で開催される全道大会に出場します。 

   

有意義な夏休みを！～勉強、遊び、家族との団らん、お手伝いなど 
明日から２８日間の夏休みに入ります。夏休みは自由な時間が増えるため、普段できない経験ができる反面、
事故やトラブルに巻き込まれる危険も高まります。 
交通事故や水の事故の予防、スマートフォンやＳＮＳにおけるトラブル予防、熱中症や感染症予防など、ご家庭
での見守りと声掛けが、お子様の安心安全につながります。子供たちが充実した有意義な夏休みを過ごせるよ
う、どうぞ引き続きご協力のほどよろしくお願いいたします。 

２学期始業式は、８月２１日（木） です。  元気に笑顔で再会しましょう！ 
 


